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１０、終わりに

福祉と地域性の連携

プロジェクト発足背景

福祉
地域

マネジメント

新しい可能性

笑う門へ提案、実施

私たちは多摩大学が持っている地域マネジメントの知識と、東京家政
学院大学が持っている福祉の知識を要して、新しいリハビリデイサー
ビスのプログラムを作成することに惹かれて参加することとなった。

デイサービスとは？
笑う門とは？

＜デイサービス＞（通所介護）

家に
こもる

運動能力
の
衰え

高齢者

笑う門

交流不
足

解消

＜笑う門＞
・多摩市愛宕地区にあるリハビリに特化したリ

ハビリデイサービス。
・一号店と二号店があり、一号店は月～金二号店

は火～土曜日の営業となっていて曜日により利
用者の数は５～７人と異なる

・リハビリの際に理学療法士が個人に合わせたリ
ハビリをマンツーマンで器具を使わずに行う

活動期間 2012年6月から2013年3月

2012年 8月2日 全体ミーティング 本プロジェクトの方向性を具体化

8月6日～8月22日 実習 笑う門に実習に行き、現状を把握する
(各学生が2回ずつ実施

9月6日 多摩ニュータウンの現状の把握

9月20日 大学間ミーティング これまでの反省・今後の方向性などを
話し合う

10月11日、12日 アンケート調査 利用者のニーズをアンケート調査を用
いて理解する

10月18日 笑う門を交えての全
体ミーティング

今後の方向性・企画の提案を行う

11月29日 東京家政学院大学に
て中間発表

これまでの活動報告

12月27日 笑う門に訪問し企画
の説明

今後行おうと検討している企画の説明
をする

1月18日 笑う門に訪問し、利
用者に企画の説明

次週行う企画の説明を利用者に説明す
る

1月25日 企画の実施 プロジェクトゼミ「Tamauni」との
コラボによる企画の実施

実習・
アンケート

現状・課題

笑う門
・毎回同じレクリエーション
・個別リハビリ以外の時間の充実
・個人に合わせたレクリエーション

・レクリエーションに対して飽き
・曜日によって雰囲気の差がある
・自主性の不足、受身の姿勢
・家と笑う門の往復

・レクリエーション不足
・利用者同士の交流不足
・地域との交流不足
・受身の姿勢
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企画の方向性

家政

・選択式のレクリエーション
による受身解消

・リハビリテーションの要素を
踏まえた新たなレクリエーション。

・地域との交流
・交流による積極性を見出し

利用者同士の結束、受身の解消

多摩
これを！

企画のコンセプト
利用者を患者として受け身の存在としてとらえ
るのではなく、地域の住民として、地域プロ

ジェクトへのアドバイザー・参加者という存在
としてとらえる形の地域交流

笑う門内で多摩大学の地域活性化ゼミ（通称
Tamauni)の活動を行い、笑う門利用者さんに体験し
てもらって、活動に対して感想や意見を交換するなど
の利用者さんと学生の交流を目的とした企画

企画概要

笑う門
利用者

多摩大

交
流

多摩大学のゼミの一つで、今年東京で行われる国体
に結びつけて、多摩市の地域おこしを目的とする団
体。四つのグループ（桜班、食班、アンケート班、
towntip班）で構成されており
多摩市で行われる祭りやイベントでブースを出し、
個性的な企画を実施し多摩市を盛り上げている

どのような効果があるか
利用者さんは交流をもと

めているか？

企画実施報告

笑う門一号店、二号店で実施
・桜の手形集めに積極的参加し

てもらえ楽しんでもらえた
・多摩の魅力を話した際には

利用者さんの経験や情報を元に
した貴重な意見交換ができた

・利用者の方々には笑顔が溢れており
また来てほしい、このような交流の
場を作ってほしいといってもらえた

企画実施成果

・今回の企画実施は地域交流
の面だけになってしまった
が、笑う門に地域交流の必
要性を見出せ、利用者の積
極性も見出せた。

・来年度は東京家政学院側の
福祉の面を連携させた新
たな企画を実施していき
たいと思う。

来年度に向けて

今後の方向性

・永山公民館で、利用者が
作成した作品を展示

・諏訪小学校に協力要請
を行い、笑う門の利用者と

世代間交流を図る

・東京家政学院大学が持つ
福祉の観点と地域交流を融

合させていく。
・愛宕地域の祭りに積極的

に参加して、地域の
特色を把握

多摩大学

東京家政学院
大学

他にはないリハ
ビリプログラム

の提供！

A
今回お世話になりました笑う門の皆様、各大学の教授方、

心より感謝を申し上げます。
また、このプロジェクトについては来年度もぜひ続けて

いき今回の成果を活かせる新たな挑戦をしていきたいと思
います！

おわりに
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ご清聴ありがとう
ございました
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